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第４章 もっと素材を集めよう（２）新聞・統計資料 
 

■ 本章の目的  
ここでは、テーマに関する特定の出来事（新聞記事）や、客観的なデータ（統計）を集

める方法を学習します。初めは難しく感じるかもしれませんが、探すコツや資料の特徴を

理解できれば、幅広い情報から多角的な知識を得られるというメリットがあります。 

 

レポート作成の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第 1章 1.3レポートの作成手順 より） 

 

１．新聞資料                               

1.1 新聞とは 

一般的に「新聞」といえば、毎朝届くものを想像しますね。日々世の中の出来事を伝え

る新聞は、その情報を蓄積することによって、ある出来事の事実確認や過去から現在まで

の世相、また、ある言葉の使われ方などを調べる有用なツールになります。 

ここでは、新聞資料の特徴と、オンラインデータベースを使った記事の探し方について

学びます。 

 新聞といっても、様々な発行形態や内容、収録メディアのものがあり、それぞれに特徴

があります。新聞記事を探す場合は、まずその特徴を知っておくことが大切です。 

 

(1)種類 

新聞には、大きく分けると、日本全国に販売拠点を持つ「全国紙」と、特定地域で販売

される「地方紙」の 2 種類の発行形態があります。 

また、その内容によって、様々な分野の内容を偏りなく掲載している「一般紙」、特定の

分野に特化した紙面で構成されている「専門紙」、ある組織や団体の広報用として発行され

る「機関紙」に分けられます。その他、外国語や点字の新聞など、様々なものがあります。 
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全国紙 

地方紙 

（ブロック紙） 

一般紙 
朝日新聞、毎日新聞、 

読売新聞、産経新聞など 

河北新報、山形新聞、 

石巻日日新聞など 

専門紙 
日本経済新聞、 

日刊工業新聞など 

中部経済新聞、 

デイリースポーツなど 

機関紙 
（大学、政党、宗教団体等による新聞） 

東北大学新聞、しんぶん赤旗、聖教新聞など 

他言語紙 The Japan Times、朝鮮日報、点字毎日など 

 

(2)形態 

新聞本紙は紙質が悪いため保存に向いておらず、また、記事検索用の索引もありません。

そのため新聞は、さまざまなメディアに変換して提供されています。 

 

メディアの種類 特徴 

 
本紙（原紙） 速報性が優先。メディアの保存や記事検索ともに丌向き。 

 

冊子体（縮刷版） 

本紙を縮小して月単位で印刷し 

た保存用の冊子体。記事索引が 

ついているものもある。 

 

 

マイクロフィルム 

本紙を縮小撮影したもの。保存によいが、 

閲覧には専用機器が必要。検索には他の 

ツールが必要。 

 
CD・DVD 

マイクロフィルム等に比べ記事検索に優れるが、写真や広告な

ど本紙全面は収録していないことが多い。 

 
オンライン 

データベース 

日々更新される。検索機能が充実しており、幅広い年代の記事

を検索することが可能。学内のネットワーク内であればどこか

らでも利用できる。 

 
無料ウェブサイト 

最も速報性が高いが、本紙紙面とは別記事である。過去の記事

を参照できない場合も多い。 

 

 

1.2 新聞活用のメリット 

 新聞はその時々の出来事を日々発信し続けるメディアです。そのため、その出来事がど

のような社会背景のもと起きたのか、また当時の人々にどのように受け止められたのかを

知ることができます。また、ある人物や事柄についての記事を追うことで、より深く対象

を理解することもできるでしょう。研究結果がどのように実用化され、また社会に影響を

与えているのかを知るのにも役立ちます。特定業界の情報は「専門紙」を、地域の情報は

「地方紙」を活用することで、図書等では扱われないような細かい情報も収集が可能にな

ります。
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1.3 新聞の特徴と注意点 

 新聞は他の資料とは異なる特徴を有し、非常に有用である一方で、その特徴故に利用す

る際に注意すべき点もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブの普及と情報環境の変化により、新聞の時事性や速報性の位置付けは変化しつつ

あります。事件などの情報は、新聞よりも、場合によってはテレビやラジオよりも早く、

インターネットやソーシャルメディアを通じて知ることができます。そして、その情報は

後日も検索可能な上、新聞のような休刊日もありません。かつて高い時事性と速報性を誇

り、その事実は変わらない新聞ですが、情報環境が日々変化する現在、情報を利用する側

が、その目的や状況に応じて使い分けていく柔軟性が必要となっています。 

 

 また、新聞の多様性の 1 つの例として、ウェブ上の記事と本紙の記事の違いがあります。

多くの新聞社は、ウェブ上で速報記事を提供しています。新たな事実が判明次第、記事が

追加されるので、速報性に非常に優れています。これらの記事を基に本紙の記事が作成さ

れますが、詳細な解説が追加されていたり、文章表現や画像が異なっていたりしますので、

区別して利用する必要があります。 

 

ウェブの記事 本紙の記事 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞社や記者により、問題への姿勢や事件の見解などに相違 多様性 

出版形態が様々で内容が異なる場合がある 

情報を広く報道するために印刷物として記録し、いち早く出版 速報性 

事実関係の信憑性→数日後の紙面確認、複数メディアによる検証 

過去から現在にかけての多様な社会情報を日々記録 時事性 

最近話題の出来事や過去の世相などの探索に有効な情報源 

左：朝日新聞社. “朝日新聞デジタル”. http://www.asahi.com/olympics/articles/TKY201309050019.html, (参照 2013-9-5). 

右：朝日新聞. 2013 年 9 月 5 日, 朝刊, 37 ページ. 聞蔵 II for Library, (参照 2013-9-6). 
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2．新聞記事の探し方                           

2.１ 新聞記事を探す手順 

 新聞記事を検索・入手するには、まず新聞を特定するこ 

とが必要です。検索対象が定まったら、目的にあったツー 

ルで検索を行います。主要な新聞については、記事のデー 

タベース化が進んでおり、検索と同時に記事を入手するこ 

とができますが、データベースで利用できない記事や主要 

紙以外の新聞は、縮刷版などを OPAC で探して利用します。 

 

 

 

 

2.２ 新聞記事検索の特徴と注意点 

以下は、主要紙について本館の所蔵状況と本学で利用できるデータベースをまとめたも

のです。形態によって所蔵している（利用できる）範囲が異なるため、必要な記事の年代

や特徴（写真の有無など）に応じて使い分ける必要がありますので、注意してください。 

 

 

形態/新聞名 朝日新聞 毎日新聞 読売新聞 河北新報 日本経済新聞 

本紙 過去 3 年分 過去 3 年分 過去 3 年分 過去 3 年分 過去 3 年分 

縮刷版 1930-最新 1950-最新 1959-最新 - 1949-最新 

マイクロ 

フィルム 

1984-2001 

（宮城版） 

1872-1966 

1956-2001 

（宮城版） 

1956-2001 

（宮城版） 
1954-2013 - 

CD-ROM 

『CD-HIASK』 

1985-2001 

『戦後 50 年朝日新聞

見出しデータベース』 

1945-1995 

- 

『明治の讀賣新聞』 

『大正の讀賣新聞』 

『昭和の讀賣新聞』 

- 

『日経全文記事

データベース』 

1990-2008 

オンライン 

データベース 

『聞蔵Ⅱビジュアル』 

1879-最新 

『毎日 News パック』 

1872-最新 

『ヨミダス歴史館』 

1874-最新 

『KD』 

1991-最新 

『日経テレコン 21』』 

1876-1961, 

1981-最新 

無料 

ウェブサイト 
朝日新聞デジタル 

ニュースサイト 

「毎日新聞」 
YOMIURI ONLINE KOLNET 

日本経済新聞 

電子版 

 

 

 

 

 

 

入手のポイント 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

データベースで記事情報を検索。

データベース上で本文や写真が読

めるか？ 

 

図書館に本紙があるか？縮刷版や
マイクロフィルムはあるか？（購
読新聞リスト・OPAC を確認） 

記事コピー取寄（文献複写） 

No 

No 

Yes 

Yes 

入手完了 

入手完了 

入手完了 

 

 ◇新聞社ごとにデータベースが分かれている場合が多い 

 ◇オンラインデータベース、無料ウェブサイト、CD・DVD、冊子体 

 

 

検索ツールの多様性 
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創刊号から検索可能となっているものもあり、オンラインデータベースには非常に多く

の記事が収録されていますが、収録されているすべての記事を同じように利用できるわけ

ではありません。注意が必要です。 

 

オンラインデータベース① 

【切り抜き画像】 

オンラインデータベース② 

【テキストのみ】 

新しい記事は、テキストだけでなく、新聞に掲

載されたとおりの切り抜き画像を見られます。 

古い記事は、テキストのみ利用できます。写真

や図があっても表示されませんので、必要に応

じて縮刷版を参照しましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインデータベース③ 

【紙面全体画像】 
※無料ウェブサイト 

さらに古い記事は、紙面全体から自分でどこに

記事が載っているかを探します。 

ウェブサイトにより表示形式は様々ですが、オ

ンラインデータベースには収録されていない

ものもあります。また、時間の経過により閲覧

できなくなるページもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ③：聞蔵 II ビジュアル for Library （①2013 年 9 月 8 日 ②1984 年 8 月 6 日 ③1935 年 2 月 6 日） 

右下：朝日新聞デジタル http://www.asahi.com/sports/update/0907/TKY201309070323.html?ref=reca （参照 2013-10-10）  
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オンラインデータベースには、ウェブサイトの記事ではなく、実際に発行された本紙の

記事が収録されていますが、本紙の地域差を考慮する必要があります。 

 

大量に発行され全国各地に配達される全国紙は、途中で記事の差し替えが起こることが

あります。また、夕刊の有無にも地域差があり、そのため、同一出版日でも地域により記

事内容が異なる場合があります。検索ツールの収録記事は、原則として最終版を基にして

いて、図書館などで実際に目にした本紙の記事とは異なる記事が収録されている可能性が

ありますので、注意してください（版の表示は新聞本紙上部に記載されています）。 

 

例：2011 年 3 月 15 日 朝日新聞朝刊 1 ページ 

本紙（宮城・第 12 版） 本紙（東京・第 14 版）※最終版 
オンラインデータベース 

（東京・第 14 版） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海外の通信社から入るニュースや寄稿文など、データベース化への利用許諾が得られて

いないため、オンラインでは確認できない本文・画像もあります。その場合は、面名を確

認し、図書館で本紙や縮刷版を利用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新聞は、日々刻々と変化する世界の情勢を短期間で編集し、記事にしているため、使用

される語句や用語もその時々で異なる場合があります。最適な検索結果が得られるよう検

索語を工夫してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

◇紙面の都合上、略語が使用されている場合が多い 

◇新聞社によって専門用語や時事用語の表記が異なる場合がある 

◇続報や誤報を考慮して検索をする 

 

 

記事検索のポイント 

 

◇年代によって記事の表示方法が異なる（本文のみの場合もあり） 

◇データベースに収録されているのは最終版の記事 

◇データベース化されていない記事もある 

   ・当日分の記事（※データベースによっては、当日分も掲載されている場合がある） 

    ・データベース化の許可がとれていない記事 

・広告やテレビ・ラジオ面 

・1980 年代半ば（昭和 50～60 年）以前の地方本社・支社・地域版 

 

オンラインデータベースの特徴 

 

 

写真あり 

 

写真あり 

写真「爆発し、煙を上げる福島第一原発 3 号機」（福

島中央テレビ撮影） 

写真「水素爆発が起きた福島第一原発 3 号機」

（NHK ニュースより） 

本紙に掲載されている NHK ニュースの

写真がオンラインデータベースの記事に

は掲載されていない。 
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2.３ 東北大学で利用できる新聞記事データベース 

 東北大学で利用できる新聞のオンラインデータベースは、無料のものも含めて「データ

ベース・ツールインデックス」にまとめられていますので、こちらから利用してください。 

 

2.４ 新聞記事を探してみよう 

例：聞蔵 IIビジュアル（朝日新聞記事データベース）  

1879 年（明治 12 年）の創刊号から今日までの 130 年を超える紙面から約 1300 万件の記

事が検索できる日本国内最大級の新聞記事データベースです。1945 年～1984 年の記事は紙

面イメージで、2005 年 11 月以降の記事は切り抜きイメージでの閲覧が可能です。朝日新

聞社発行の『週刊朝日』や『AERA』の記事も収録されており、『知恵蔵』や『人物データ

ベース』も検索可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースで本文や写真が掲載されていない場合には、図書館で本紙や縮刷版に記載

されている記事を利用します。 

本紙の購入状況は OPAC 上部の「購読新聞リスト」で確認できます。保存期間は各館に

より異なり、専門紙などは別途購入している場合もありますので、各館のカウンターにお

問い合わせください。縮刷版、マイクロフィルム、CD、DVD の所蔵は OPAC で新聞名か

ら調べることができます。 

 

 

検索したい期間を指定 

年代によって使うページが異

なるので注意。1984 年以前の

記事を探す場合は「朝日新聞縮

刷版」のタブをクリックする。 

切り抜き 

イメージ 

聞蔵 II ビジュアル 

for Library  

2007 年 4 月 26 日 
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■購入新聞リストへのアクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新聞の特定と蔵書検索には、「国立国会図書館サーチ」（http://iss.ndl.go.jp/）が有用です。

様々な新聞情報を収録しているため、どんな新聞が存在するのかを探すことができます。

また、国内の大学図書館、公共図書館などの所蔵を機関ごとに一覧で確認することも可能

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購読新聞リスト 
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３．統計資料                               

3.1 統計資料とは 

統計資料とは、ある現象を数量的に把握するための統計データを収録した資料です。統

計資料は、官公庁、民間企業など多くの機関からさまざまな種類のものが発行されており、

最近ではその多くがウェブで公開されています。ここでは日本国内の統計の探し方を中心

に学習します。 

 

3.2 統計活用のメリット 

 統計を活用すると、数値によって客観的に物事を表現する（伝える）ことができるので、

レポートの説得力を増すのに役立ちます。また、統計を表にまとめたりグラフに加工する

ことで、物事の全体像や特徴を読み取ることもできるでしょう。そこで疑問に思ったこと

がレポートの問題提起や着眼点のヒントに繋がることもあります。 

 

3.３ 統計の特徴と注意点 

 一言に「統計」と言っても、統計の調査背景、母体、対象、地域、時期などによって様々

なものがあります。自分の研究内容に適したものなのか、また信頼できる情報かどうか、

常に意識して探すように心がけましょう。 

 

調査主体・発行元 公的統計 ：国の行政機関・地方公共団体が作成する統計。ウェブで公開

されているものも多い。政府の公式調査報告である「白書」

にも多くの統計が掲載されている。 

民間統計 ：各種業界団体や民間調査会社が作成する統計。 

加工のレベル 1 次統計 ：データの調査機関が作成した、オリジナルの統計。 

2 次統計 ：1 次統計を加工・編集したもの。 

調査期間 短期統計 ：月単位など。短い期間で発表される。 

中期統計 ：数年単位など。 

長期統計（累積統計）：経年変化を調べるのに適している。 

調査時期 現在の統計：ウェブ等で公開されていることが多い。 

過去の統計：冊子体での検索が必要な場合が多い。 

メディア（媒体） 電子媒体 ：ウェブ、データベース、CD-ROM 等。 

紙媒体  ：印刷物。 

エリア 国内   ：政府（全国）、地方公共団体（地域）等。 

海外   ：各国の政府統計局、国連、OECD、EU、ASEAN等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何を調べたいか」によって 

ベストな「探し方」「ツール」が変わってきます！ 
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・「統計はウソをつく」？ 

 統計は、客観的なデータとして幅広く利用されていますが、作成者が恣意的にデータを

誇張して表現していたり、悪気が無くても単純な間違いを含んでいる場合や、読み手が誤

解しがちな表現がされているものもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、政府と民間とで行われた同種の調査では、結果が異なる場合があります。 

統計に限らず、資料を利用するときは、その数値や記述だけを見るのではなく、１次統

計の目的や対象、調査の方法、参考にしている資料などにも極力目を通し、恣意的な、ま

たは紛らわしい表現に惑わされないようにしましょう。同種の資料をいくつか比較検討す

ることによって、研究対象への理解が深まることもあります。 

 

・出典を明記する 

入手した統計を引用・加工した場合（データをもとにグラフを作成したり、複数の統計

情報を一つにまとめたりした場合）も、必ず出典を明記しましょう。どこから引用したの

かが曖昧な情報では信頼性に欠けます。読み手が情報源を確認できるようにするのがマナ

ーです。 

 

  

 

 

 

 

 

４．統計資料の探し方                             

４.1 統計を探す手順  

 統計を探す流れとしては、まず索引やガイドブック、2 次統計書で必要なオリジナルの統

計（1 次統計）を特定した上で、入手する方法を確認するのが効率的です。 

 官公庁の統計資料や白書類、どこにどのような統計があるか目星がある程度ついている

場合は、ダイレクトにその作成元、研究機関等のウェブサイト（データベース）を検索し

てもよいでしょう。 

 

 

【例： 高齢者を取り巻く事故・事件の増加について－新聞の統計情報から－】 

 

ケース① 見出し：「高齢者 交通死増加：前年同期比 2 倍」 

よく読むと・・・ 昨年：5 名、 今年：10 名 （右図） 

→ 確かに倍増しているが、「急増」とは言えない。偶然とも考えられる。 

事故の原因・状況や 2011 年以前の件数等も確認が必要。 

 

ケース② 見出し：「高齢者の万引き、20 年連続で最多更新」 

→ 高齢者の数も年々増加し続けている。「犯罪に手を染める高齢者が増えている」と論じるには、高齢者

人口あたりの事件数や、強盗・放火など他の犯罪の発生状況も調べる必要がある。 

（人） 

引用の方法は 

第７章で学習します。 

 

※（架空のデータ） 
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①どのような統計があるか、どの資料に載っているかを調べる 

 

◆索引・ガイドブック 

どのような統計調査が実施されているのか、その調査結果が何に掲載されているのか

がわかります。 

 

【例】･･･「e-Stat」『統計情報インデックス』『白書の白書』など 

 

◆2 次統計（2 次資料） 

１次統計（オリジナルの統計）を加工・編集したものを 2 次統計と呼びます。1 次統

計を参照しなくても大まかな情報が入手できるという便利さがある一方、どのような

加工・編集がなされているかをきちんと知った上で利用する必要があります。 

また、信頼性の高いデータであれば、出典である 1 次統計の資料名が載っています。

より詳しい情報が記載されていることもありますので、レポートや論文の参考文献と

して用いる場合は、1 次統計を確認するようにしましょう。 

 

【例】･･･『日本統計年鑑』『日本の統計』『世界の統計』など 

 

 

②入手方法を確認する 

おおまかに、どのようなものがあるかが掴めたら、1 次資料の入手方法を考えます。 

 

◆ウェブで入手可能か 

国や自治体で行う統計調査は、ウェブ上で公開されていることが多いです。（最新の

統計のみをウェブで公開している場合もあります。）自分の関心のあるテーマについて

管轄している省庁・研究している機関が統計資料を公開していないか調べてみるとよ

いでしょう。 

 

   【例】・「e-Stat」（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do） 

      政府が行っている統計の情報が集約されています。（4.2 参照） 

・「統計局ホームページ」（http://www.stat.go.jp/） 

『国勢調査』や、総合的な内容の『日本統計年鑑』『日本の統計』『世界の

統計』など、代表的な統計データそのものを入手できるものもあります。 

 

◆図書館に所蔵はあるか 

ウェブで入手できなくても、図書館に印刷物（冊子体）として所蔵している場合も

多くあります。探すときは、OPAC を使います。雑誌論文を探すときと同様に、掲載

している図書や雑誌のタイトルで検索します。 

 ※タイトルに「統計」「白書」「要覧」「データ」「資料」「月報」「年報」「報告」など

の言葉が含まれることも多いので、うまく検索できないときにはこれらのワードと

テーマ（分野・業界）に関するキーワードをかけあわせて検索してみましょう。 

 

また、東北大学附属図書館本館の場合、「経済統計コーナー」や「レファレンスコー

ナー」に統計資料や索引・ガイドブック等が置かれているので、このエリアをブラウ

ジングするのも効果的です。 

 

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do
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4.2 統計を探してみよう 

例：政府統計の総合窓口（e-Stat） （http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do） 

 

「e-Stat」は、各省庁が公表する統計データを 1 つにまとめた政府統計のポータルサイト

です。 

 トップページの「主要な統計から探す」をクリックし、次に表示される統計名一覧から、

目的の統計、知りたい項目、時期を選択します。また、「政府統計全体から探す」をクリッ

クすると、所轄の省庁名や分野から検索できます。表示された一覧表から、目的の統計表

を選び、「Excel」や「PDF」のボタンをクリックすると、データをダウンロードできます。 

 統計調査の名前が分からない場合は、「キーワード検索」を使って知りたい統計に関係す

る言葉や時期、調査を実施している機関等の条件を指定することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．レポートで使うコツ                           

 

 目的の新聞記事や統計をみつけたら、レポートにどのように取り入れるかを考えます。 

 

・引用する・まとめる・グラフ化する 

 新聞記事や統計から得た数値をレポート本文に追加したり、統計表から読み取れる特徴

統計データを探す 

所管の省庁、統計の分野、統計

名から絞り込んで検索できま

す。キーワードや条件による検

索も可能です。 

               のボタンを押すと、 

該当データが表示されます 

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do
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をまとめてみましょう。 

 「e-Stat」などでみつけた統計表は、必ずしも、自分がレポートで使いたい形態と一致し

ているとは限りません（例えば、統計表では年齢別・全世代の数値が記載されているが、

レポートで使いたいのは 10 代の数値のみ、ということもあるでしょう。また、数年分の統

計表を１つにまとめて推移を表現したい、など）。必要に応じて、該当する項目について図

表を作成したり、数種類の統計を組み合わせてみるなど、重要な情報を抜粋し編集するこ

とで、読み手にわかりやすく表現してみましょう。 

グラフ化は情報（数値）を視覚的に表現することによって、伝えたい内容をアピールす

るのに適した方法です。同時に、自分がデータについて理解を深めるのにも役立ちます。

強調して伝えたいポイントに合わせて、使用するグラフの種類を選びましょう。 

 

 

【グラフの選び方・使い分けの例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【統計情報利用の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務省の調査（１）によると、1 年間のうち 

最低 1 回、何らかのスポーツを行ったと 

回答した人の割合（スポーツ行動者率） 

は、過去 25 年間で 1991 年の 78.0％を 

ピークに、2011 年まで低下し続けている 

（図１）。競技別にみると、団体で行うス 

ポーツは野球が 16.9％から 6.2％、バレー 

ボールが 12.4％から 3.5％と低下が著しい。 

（図 2） 

図 1 スポーツの男女行動者率の推移（1986～2011 年） 

15 歳未満を除く 

「社会生活基本調査」（総務省統計局）をもとに作成 

 スポーツに取り組む人の数は年々減少している。特に団体で行うスポーツ、例えば野球

やバレーボールにおける減少が著しい。 

図表に番号をつけ、本文と図表

の番号を対応させる。 

棒グラフ等 円グラフ、帯グラフ等 折れ線グラフ等 

統計資料から得た情報をプラスする 

図表を使うときに気をつけること 

・図表に番号とタイトルをつける。表の場合は表の上部、図の場合は図の下部に示す。 

・タイトルで、「何」についての「どのような」ことを示す図表かを端的に表す。 

・元データの引用を明示する（参考文献リストに詳細を記載）。 

・図表に脚注をつける（脚注にも出典を記載する。自分で加工・編集した場合も必要）。 

・（グラフの場合）単位、基数（100％にあたる実数）を記載する。 

 

0
2
4
6
8

10

A B C D

タイトル 

脚注 

  値の推移 値の比較  内訳・ 

構成比 
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第 4章 実 習 問 題 

 新聞記事                                     

 

問題１. フードロス（まだ食べられる食品が大量に捨てられている社会問題）に関する最 

近の動向・NPO による支援の事例を集めたい。「聞蔵 II」を使って、6 ヶ月以内に

掲載された記事を探してみましょう。また、掲載された新聞の情報も書き出して

ください。 

 

使ったキーワード  

 

記事タイトル（見出し）  

 

新聞名  

 

発行日、朝夕刊、ページ等  

 

 

 

 

 統計                                          

 

問題 2. 問題１のテーマについて、関連する統計資料を探したい。「政府統計の総合窓口」

（e-Stat）を使って資料を探してみましょう。 

 

統計名  

 

統計を見て、新たに分

かったことを自由にメ

モしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


